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高知県桜川水系で 25年ぶりに確認されたトサシマドジョウ 

細木信吾 1・高橋弘明 2 
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種の記録 

Cobitidae ドジョウ科 

Cobitis tosaensis Takahashi, 2026 

トサシマドジョウ（写真） 

生態写真 撮影年月日：2026年 4月 14日．撮影場

所：高知県須崎市 桜川（本種の希少性に配慮し，

詳細な地点を省く）． 

種の特徴 

写真個体は，いずれも体高が全長に対して高い，背

鰭基部より前の L3斑紋の太さが眼径とほぼ等しい，

最も前方の L5 斑紋が棒状である，尾鰭基部の上下

の斑紋が互いに離れる，体色の白みが強いなどの

点が，Takahashi（2026）が示したトサシマドジョウの

特徴と一致したため，本種に同定された． 

備考 

本種は高知県の固有種で，伊尾木川，安芸川，赤

野川，和食川，夜須川，香宗川，物部川，国分川，

久万川，鏡川，仁淀川，奥浦川，桜川，新荘川の 14

水系から記録があるが（清水・高橋，2017；高橋，

2015，2020；岡村・高橋，2025；Takahashi，2026），

このうち桜川水系では 2001 年に高知県版レッドデ

－タブック（動物編）作成のための調査で確認され

て以来，2018 年の同改訂版作成のための調査を含

め，著者らの一連の調査を含む各種魚類調査にお

いても全く確認されず，絶滅が危惧されていた（高

橋，2015，2020）．今回新たに一支流から潜水目視

により生息が確認された．これは桜川水系からの 25

年ぶりの生息確認となるため，撮影された水中写真

に基づき報告する．この支流は流程約 2.5km，水面

幅は 2－4m 程度と小規模で，本種が確認された範

囲は縦断方向にわずか 50m程に過ぎず，確認個体

数も 10 尾に満たないことから，水系内における存続

基盤は極めて脆弱である． 
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写真 Cobitis tosaensis Takahashi, 2026 トサシマドジョウ（左：メス成魚，右：メスの可能性が

高い小型個体．桜川水系，2026 年 4 月 14 日撮影） 


